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「高齢者参加」（女性・若者と比較して）を 

安倍総理の施政方針演説・所信表明演説・所感で検証します 

 

その２ 

◎第 195回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  平成 29年 11月 17日 

◎第 193回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説 平成 29年 １月 20日 

◎第 192回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説 平成 28年 9月 26日 

◎第 190回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  平成 28年 1月 22日 

 

原文 

◎第 195回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成29年11月17日 

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

一 はじめに 

 緊迫する北朝鮮情勢、急速に進む少子高齢化。今、我が国は、正に国難とも呼ぶべき課題

に直面しています。国民の信任なくして、この国難を乗り越えることはできません。 

 先般の総選挙の結果、衆参両院の指名を得て、引き続き、内閣総理大臣の重責を担うこと

となりました。 

 「安定的な政治基盤の下で、政策を、ひたすらに実行せよ。」 

 これが、総選挙で示された国民の意思であります。 

 お約束した政策を一つひとつ実行に移し、結果を出していく。全身全霊を傾け、国民の負託

に応えていくことを、この議場にいる自由民主党及び公明党の連立与党の諸君と共に、国民

の皆様にお誓い申し上げます。 

 我が国の未来を切り拓くことができるのは、政策です。そして、政策の実行であります。 

 この国会において、それぞれの政策を大いにたたかわせ、建設的な議論を行いながら、国

民のための政策を、皆さん、共に、前に進めていこうではありませんか。 

二 北朝鮮問題への対応 

 今、我が国を取り巻く安全保障環境は、戦後、最も厳しいと言っても過言ではありません。

国民の信任を背景に、積極的な外交政策を展開してまいります。 

 北朝鮮による我が国を飛び越える相次ぐミサイルの発射、核実験の強行は、断じて容認で

きません。 

 先般、トランプ大統領が来日し、日米同盟の揺るぎない絆(きずな)を、世界に示しました。 

 トランプ大統領は、拉致被害者の一人ひとりの写真を、真剣なまなざしで見つめながら、御
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家族の思いのこもった訴えに熱心に耳を傾けてくれました。御家族も御高齢となる中で、拉致

被害者の方が再び故郷(ふるさと)の土を踏み、御家族と抱き合うその日まで、私の使命は終

わりません。 

 北朝鮮の核、ミサイルの問題、そして拉致問題を解決する。北朝鮮にその政策を変更させ

なければならない。そのために、国際社会と共に、北朝鮮への圧力を一層強化してまいりま

す。 

 先日のＡＰＥＣ、東アジアサミットにおいても、ロシアのプーチン大統領や中国の習近平国家

主席をはじめ、各国首脳と、北朝鮮問題に対する緊密な協力を確認いたしました。 

 日中韓サミットを早期に開催し、三か国の連携を更に深めてまいります。 

 北朝鮮による挑発がエスカレートする中にあって、あらゆる事態に備え、強固な日米同盟の

下、具体的行動を取っていく。ミサイル防衛体制をはじめとする我が国防衛力を強化し、国民

の命と平和な暮らしを守るため、最善を尽くしてまいります。 

三 少子高齢化を克服する 

（生産性革命） 

 この五年間、アベノミクス「改革の矢」を放ち続け、雇用は百八十五万人増加しました。この

春、大学を卒業した皆さんの就職率は過去最高です。この二年間で正規雇用は七十九万人

増え、正社員の有効求人倍率は、調査開始以来、初めて、一倍を超えました。 

 この経済の成長軌道を確かなものとするために、今こそ、最大の課題である少子高齢化の

克服に向けて、力強く、踏み出す時であります。 

 「生産性革命」、「人づくり革命」を断行いたします。来月、新しい経済政策パッケージを策定

し、速やかに実行に移します。 

 人工知能、ロボット、ＩｏＴ。生産性を劇的に押し上げるイノベーションを実現し、世界に胎動

する「生産性革命」を牽(けん)引していく。二〇二〇年度までの三年間を「生産性革命・集中

投資期間」と位置付け、人手不足に悩む中小・小規模事業者も含め、企業による設備や人材

への投資を力強く促します。 

 大胆な税制、予算、規制改革。あらゆる施策を総動員することで、四年連続の賃金アップの

勢いを更に力強いものとし、デフレからの脱却を確実なものとしてまいります。 

（人づくり革命） 

 「人生百年時代」を見据えた経済社会の在り方を大胆に構想し、我が国の経済社会システ

ムの大改革に挑戦します。 

 幼児教育の無償化を一気に進めます。二〇二〇年度までに、三歳から五歳まで、全ての子

どもたちの幼稚園や保育園の費用を無償化します。〇歳から二歳児も、所得の低い世帯で

は無償化します。 

 待機児童解消を目指す安倍内閣の決意は揺るぎません。本年六月に策定した「子育て安
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心プラン」を前倒しし、二〇二〇年度までに三十二万人分の受け皿整備を進めます。 

 どんなに貧しい家庭に育っても、意欲さえあれば、高校、高専にも、専修学校、大学にも行く

ことができる。そういう日本に、皆さん、していこうではありませんか。真に必要な子どもたちに

は、高等教育を無償化します。 

 いくつになっても、誰にでも、学び直しと新しいチャレンジの機会を確保する。そのためのリ

カレント教育を抜本的に拡充します。 

 こうしたニーズに応え、「人づくり革命」を牽(けん)引する拠点として、大学改革を進めてまい

ります。 

 二〇二〇年代初頭までに五十万人分の介護の受け皿を整備する。その大きな目標に向か

って、介護人材確保への取組を強化します。他の産業との賃金格差をなくしていくため、更な

る処遇改善を進めていきます。 

 子育て、介護など現役世代が抱える大きな不安を解消し、我が国の社会保障制度を、お年

寄りも若者も安心できる「全世代型」へと、大きく改革してまいります。女性が輝く社会、お年

寄りも若者も、障害や難病のある方も、誰もが生きがいを感じられる「一億総活躍社会」を創

り上げます。 

 再来年十月に引上げが予定される消費税の使い道を見直し、子育て世代、子どもたちに大

胆に投資していく。消費税による財源を、子育て世代への投資と社会保障の安定化とに、バ

ランス良く充当することで、財政健全化も確実に実現してまいります。 

 少子高齢化を乗り越え、我が国が力強く成長する道筋を、皆さん、共に、描いていこうでは

ありませんか。 

四 世界の成長を取り込む 

 インドの広大な大地を、日本が誇る新幹線が駆け抜ける。この九月、高速鉄道の建設がス

タートしました。 

 二百回を超えるトップセールスが実を結び、インフラ輸出額は、五年間で十兆円増加しまし

た。我が国の高い技術やノウハウを世界に展開することで、少子高齢化の中でも、大きく成

長できるチャンスが広がります。 

 自由で公正なルールに基づく経済圏を世界に拡大していく。十一か国によるＴＰＰ協定の早

期発効を目指します。あわせて、ＲＣＥＰが、野心的な協定となるよう、交渉をリードしてまいり

ます。 

 ＥＵとの経済連携協定が、四年以上に及ぶ粘り強い交渉の末、大枠合意に達しました。人

口六億人、世界のＧＤＰの三割を占める巨大な経済圏。アベノミクスの「新しいエンジン」です。 

 農家の皆さんの不安や懸念にもしっかり向き合い、安心して再生産できるよう、十分な対策

を講じてまいります。水田のフル活用を図り、我が国の豊かな中山間地域、美しい故郷(ふる

さと)を守り抜いてまいります。 

 世界への挑戦は、手間暇かけてこしらえた質の高い日本の農林水産物にとって、大きなチ
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ャンスです。農林水産物の輸出は、本年も、五年連続で、過去最高を更新するペースで伸び

ています。四十代以下の新規若手就農者は、調査開始以来、初めて、三年連続で二万人を

超えました。 

 農政改革は地方創生の大きな切り札です。年内に、生産性向上に向けた、抜本的な林業

改革、水産業改革のプランを取りまとめます。 

 農林水産業全体にわたって改革を展開し、若者が将来に夢や希望を持てる「農林水産新時

代」を切り拓いてまいります。 

五 災害からの復旧・復興 

 東北の被災地では、農地の八割以上が作付け可能となり、全ての漁港が復旧しました。原

発事故で大きな被害を受けた福島では、帰還困難区域を除き、ほぼ全ての避難指示が解除

されたことに続き、先月から中間貯蔵施設が稼働しました。除染土壌の搬入を進め、二〇二

〇年には身近な場所から仮置き場をなくします。 

 被災地の復興を一層加速するため、今後とも、生業(なりわい)の復興、心の復興を力強く支

援してまいります。 

 本年も、全国各地で自然災害が相次ぎました。激甚災害の速やかな指定が可能となるよう、

その運用を見直します。事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱(じん)化を進めて

まいります。 

六 おわりに 

 自由民主党と公明党が野党として過ごした、あの三年三か月。 

 私たちは、なぜ政権を失ったのか、痛切に反省し、国民の皆様の声に、耳を傾けるところか

ら、スタートしました。全国各地でミニ集会を行い、国民の皆様からの厳しい声を糧に、「政

策」を鍛え上げました。 

 そして、その「政策」の実行に、この五年間、私たちは、全力を尽くしてまいりました。 

 日本の未来をしっかりと見据えながら、今、何を為すべきか。与野党の枠を超えて、建設的

な政策論議を行い、共に、前に進んでいこうではありませんか。 

 互いに知恵を出し合いながら、共に、困難な課題に答えを出していく。そうした努力の中で、

憲法改正の議論も前に進むことができる。そう確信しています。 

 政策の実行、実行、そして実行あるのみであります。我が国が直面する困難な課題に、真

正面から立ち向かい、共に、日本の未来を切り拓いていこうではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

◎第 193回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説. 
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平成29年１月20日   

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

まず冒頭、天皇陛下の御公務の負担軽減等について申し上げます。現在、有識者会議で検

討を進めており、近々論点整理が行われる予定です。静かな環境の中で、国民的な理解の

下に成案を得る考えであります。 

一 はじめに 

 昨年末、オバマ大統領と共に、真珠湾の地に立ち、先の大戦で犠牲となった全ての御霊(み

たま)に、哀悼の誠を捧げました。 

 我が国では、三百万余の同胞が失われました。数多(あまた)の若者たちが命を落とし、

人々の暮らし、インフラ、産業はことごとく破壊されました。 

 明治維新から七十年余り経った当時の日本は、見渡す限りの焼け野原。そこからの再スタ

ートを余儀なくされました。 

 しかし、先人たちは決して諦めなかった。廃墟と窮乏の中から敢然と立ち上がり、次の時代

を切り拓きました。世界第三位の経済大国、世界に誇る自由で民主的な国を、未来を生きる

世代のため創り上げてくれました。 

 戦後七十年余り。今を生きる私たちもまた、立ち上がらなければならない。「戦後」の、その

先の時代を拓くため、新しいスタートを切る時です。 

 少子高齢化、デフレからの脱却と新しい成長、厳しさを増す安全保障環境。困難な課題に

真正面から立ち向かい、未来を生きる世代のため、新しい国創りに挑戦する。今こそ、未来

への責任を果たすべき時であります。 

 私たちの子や孫、その先の未来、次なる七十年を見据えながら、皆さん、もう一度スタートラ

インに立って、共に、新しい国創りを進めていこうではありませんか。 

二 世界の真ん中で輝く国創り 

（日米同盟） 

 かつて敵として熾烈に戦った日本と米国は、和解の力により、強い絆（きずな）で結ばれた

同盟国となりました。 

 世界では今なお争いが絶えません。憎しみの連鎖に多くの人々が苦しんでいます。その中

で、日米両国には、寛容の大切さと和解の力を示し、世界の平和と繁栄のため共に力を尽く

す責任があります。 

 これまでも、今も、そしてこれからも、日米同盟こそが我が国の外交・安全保障政策の基軸

である。これは不変の原則です。できる限り早期に訪米し、トランプ新大統領と同盟の絆（き
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ずな）を更に強化する考えであります。 

 先月、北部訓練場、四千ヘクタールの返還が、二十年越しで実現しました。沖縄県内の米

軍施設の約二割、本土復帰後、最大の返還であります。地位協定についても、半世紀の時を

経て初めて、軍属の扱いを見直す補足協定が実現しました。 

 更に、学校や住宅に囲まれ、市街地の真ん中にあり、世界で最も危険と言われる普天間飛

行場の全面返還を何としても成し遂げる。最高裁判所の判決に従い、名護市辺野古沖への

移設工事を進めてまいります。 

 かつて、「最低でも」と言ったことすら実現せず、失望だけが残りました。威勢のよい言葉だ

けを並べても、現実は一ミリも変わりません。必要なことは、実行です。結果を出すことであり

ます。 

 安倍内閣は、米国との信頼関係の下、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担軽減に、一

つひとつ結果を出していく決意であります。 

（地球儀を俯瞰（ふかん）する外交） 

 本年は、様々な国のリーダーが交代し、大きな変化が予想されます。先の見えない時代に

おいて、最も大切なこと。それは、しっかりと軸を打ち立て、そして、ぶれないことであります。 

 自由、民主主義、人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々と連携する。 

 ＡＳＥＡＮ、豪州、インドといった諸国と手を携え、アジア、環太平洋地域から、インド洋に及

ぶ、この地域の平和と繁栄を確固たるものとしてまいります。 

 自由貿易の旗手として、公正なルールに基づいた、二十一世紀型の経済体制を構築する。 

 ＴＰＰ協定の合意は、そのスタンダードであり、今後の経済連携の礎となるものであります。

日ＥＵ・ＥＰＡのできる限り早期の合意を目指すとともに、ＲＣＥＰなどの枠組みが野心的な協

定となるよう交渉をリードし、自由で公正な経済圏を世界へと広げます。 

 継続こそ力。就任から五年目を迎え、Ｇ７諸国のリーダーの中でも在職期間が長くなります。

五百回以上の首脳会談の積み重ねの上に、地球儀を大きく俯瞰（ふかん）しながら、ダイナミ

ックな平和外交、経済外交を展開し、世界の真ん中でその責任を果たしてまいります。 

（近隣諸国との関係改善） 

 日本海から東シナ海、南シナ海に至る地域では緊張が高まり、我が国を取り巻く安全保障

環境は厳しさを増しています。地域の平和と安定のため、近隣諸国との関係改善を積極的に

進めてまいります。 

 ロシアとの関係改善は、北東アジアの安全保障上も極めて重要です。しかし、戦後七十年

以上経っても平和条約が締結されていない、異常な状況にあります。 

 先月、訪日したプーチン大統領と、問題解決への真摯な決意を共有しました。元島民の皆さ

んの故郷(ふるさと)への自由な訪問やお墓参り、北方四島全てにおける「特別な制度」の下で

の共同経済活動について、交渉開始で合意し、新たなアプローチの下、平和条約の締結に

向けて重要な一歩を踏み出しました。 
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 この機運に弾みをつけるため、本年の早い時期にロシアを訪問します。七十年以上動かな

かった領土問題の解決は容易なことではありませんが、高齢である島民の皆さんの切実な思

いを胸に刻み、平和条約締結に向け、一歩でも、二歩でも、着実に前進していきます。 

 本年、日中韓サミットを我が国で開催し、経済、環境、防災など幅広い分野で、地域レベル

の協力を強化します。 

 韓国は、戦略的利益を共有する最も重要な隣国です。これまでの両国間の国際約束、相互

の信頼の積み重ねの上に、未来志向で、新しい時代の協力関係を深化させてまいります。 

 中国の平和的発展を歓迎します。地域の平和と繁栄に大きな責任を有することを、共に自

覚し、本年の日中国交正常化四十五周年、来年の日中平和友好条約締結四十周年という節

目を迎える、この機を捉え、「戦略的互恵関係」の原則の下、大局的な観点から、共に努力を

重ね、関係改善を進めます。 

 北朝鮮が昨年、二度にわたる核実験、二十発以上の弾道ミサイル発射を強行したことは、

断じて容認できません。安保理決議に基づく制裁に加え、関係国と協調し、我が国独自の措

置も実施しました。「対話と圧力」、「行動対行動」の一貫した方針の下、核、ミサイル、そして

引き続き最重要課題であり、発生から長い年月が経つ拉致問題の包括的な解決に向け、北

朝鮮が具体的な行動を取るよう強く求めます。 

（積極的平和主義） 

 真新しい国旗を手に、誇らしげに入場行進する選手たち。 

 南スーダン独立後、初めての全国スポーツ大会には、異なる地域から、異なる民族の選手

たちが一堂に会しました。 

 その会場の一つとなる、穴だらけだったグラウンドに、一千個を超えるコンクリートブロックを、

一つひとつ手作業で埋め込んだのは、日本の自衛隊員たちです。 

 最終日、サッカー決勝は、奇（く）しくも、政治的に対立する民族同士の戦い。しかし、選手も、

観客も、フェアプレーを貫きました。終了後には、勝利した側の選手が、負けた側の選手の肩

を抱き、互いの健闘を称（たた）えあう光景が、そこにはありました。 

 幼い息子さんを連れて観戦に来ていたジュバ市民の一人は、その姿に感動し、こう語ってい

ます。 

 「毎日、スポーツが行われるような平和な国になってほしい。」 

 隊員たちが造ったのは、単なるグラウンドではありません。平和を生み出すグラウンドであり

ます。自衛隊の活動一つひとつが、間違いなく、南スーダンの自立と平和な国創りにつながっ

ている。 

 灼熱（しゃくねつ）のアデン湾では、今この時も、海賊対処に当たる隊員諸君がいます。三千

八百隻を上回る世界の船舶を護衛してきました。 

 平和のため黙々と汗を流す自衛隊の姿を、世界が称賛し、感謝し、頼りにしています。与え

られた任務を全力で全うする彼らは、日本国民の誇りであります。 
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 テロ、難民、貧困、感染症。世界的な課題は深刻さを増しています。こうした現実から、我が

国だけが目を背けるようなことは、あってはなりません。今こそ、「積極的平和主義」の旗を高

く掲げ、世界の平和と繁栄のため、皆さん、能(あた)う限りの貢献をしていこうではありません

か。 

三 力強く成長し続ける国創り 

（「壁」への挑戦） 

 昨年、大隅良典栄誉教授がノーベル医学・生理学賞を受賞し、三年連続で日本人がノーベ

ル賞を獲得。世界の真ん中で輝く姿に、「やれば、できる」。日本全体が、大きな自信と勇気を

もらいました。 

 「未来は『予言』できない。しかし、『創る』ことはできる。」 

 ノーベル賞物理学者、デニス・ガボールの言葉です。 

 五年前、日本には、根拠なき「未来の予言」があふれていました。「人口が減少する日本は、

もう成長できない」、「日本は、黄昏(たそがれ)を迎えている」。不安を煽る悲観論が蔓延して

いました。 

 まさにデフレマインド、「諦め」という名の「壁」が立ちはだかり、政権交代後も、「アベノミクス

で成長なんかできない」。私たちの経済政策には、批判ばかりでありました。 

 しかし、日本はまだまだ成長できる。その「未来を創る」ため、安倍内閣は、この四年間、三

本の矢を放ち、「壁」への挑戦を続けてきました。 

 その結果、名目ＧＤＰは四十四兆円増加。九％成長しました。中小・小規模事業者の倒産

は二十六年ぶりの低水準となり、政権交代前と比べ三割減らすことに成功しました。 

 長らく言葉すら忘れられていた「ベースアップ」が三年連続で実現しました。史上初めて、四

十七全ての都道府県で有効求人倍率が一倍を超えました。全国津々浦々で、確実に「経済

の好循環」が生まれています。 

 格差を示す指標である相対的貧困率が足元で減少しています。特に子どもの相対的貧困

率は二％減少し、七・九％。十五年前の調査開始以来一貫して増加していましたが、安倍内

閣の下、初めて減少に転じました。 

 「出来ない」と思われていたことが次々と実現できた。かつての悲観論は完全に間違ってい

た。そのことを、私たち自公政権は証明しました。 

 この「経済の好循環」を更に前に進めていく。今後も、安定した政治基盤の下、力を合わせ、

私たちの前に立ちはだかる「壁」を、次々と打ち破っていこうではありませんか。 

（中小・小規模事業者への好循環） 

 景気回復の風を、更に、全国津々浦々、中小・小規模事業者の皆さんにお届けする。 

 先月、五十年ぶりに、下請代金の支払いについて通達を見直しました。これまで下請事業

者の資金繰りを苦しめてきた手形払いの慣行を断ち切り、現金払いを原則とします。近年の
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下請けいじめの実態を踏まえ、下請法の運用基準を十三年ぶりに抜本改定しました。今後、

厳格に運用し、下請取引の条件改善を進めます。 

 四月から、成長の果実を活かし、雇用保険料率を引き下げます。これにより、中小・小規模

事業者の負担を軽減し、働く皆さんの手取りアップを実現します。更に、賃上げに積極的な事

業者を、税額控除の拡充により後押しします。 

 生産性向上のため、今後二年間の設備投資には、固定資産税を三年間半減する。この仕

組みを、製造業だけでなく、小売・サービス業にも拡大することで、商店街などにおいても攻

めの投資を促します。 

（地方創生） 

 一日平均、二十人。人影が消え、シャッター通りとなった岡山の味野(あじの)商店街は、そ

の「壁」に挑戦しました。 

 地場の繊維産業を核に、商店街、自治体、商工会議所が一体で、「児島ジーンズストリート」

を立ち上げました。三十店を超えるジーンズ店が軒を並べ、ジーンズ柄で構内がラッピングさ

れた駅からは、ジーンズバスやジーンズタクシーが走ります。 

 まさに「ジーンズの聖地」。今や、年間十五万人を超える観光客が集まる商店街へ生まれ変

わりました。評判は海外にも広がり、アジアからの外国人観光客も増えています。 

 地方には、それぞれの魅力、観光資源、ふるさと名物があります。それを最大限活かすこと

で、過疎化という「壁」も必ずや打ち破ることができるはずです。 

 自分たちの未来を、自らの創意工夫と努力で切り拓く。地方の意欲的なチャレンジを、自由

度の高い「地方創生交付金」によって、後押しします。 

 地方の発意による、地方のための分権改革を進めます。空き家や遊休地の活用に関する

制限を緩和し、自治体による有効利用を可能とします。 

 故郷（ふるさと）への情熱を持って、地方創生にチャレンジする。そうした地方の皆さんを、安

倍内閣は、全力で応援します。 

（観光立国） 

 一千万人の「壁」。政権交代前、外国人観光客は、年間八百万人余りで頭打ちとなっていま

した。 

 安倍内閣は、その「壁」を、僅か一年で突破しました。四年連続で過去最高を更新し、昨年

は、三倍の二千四百万人を超えました。 

 日本を訪れる外国クルーズ船は、僅か三年で四倍に増加。秋田港で竿燈(かんとう)まつり、

青森港でねぶた祭、徳島小松島港で阿波おどり、各地自慢の祭りを巡る外国のクルーズツア

ーが企画されるなど、地方に大きなチャンスが生まれています。 

 民間資金を活用し、国際クルーズ拠点の整備を加速します。港湾法を改正し、投資を行う

事業者に、岸壁の優先使用などを認める新しい仕組みを創設します。 

 沖縄はアジアとの架け橋。我が国の観光や物流のゲートウェイです。新石垣空港では、昨
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年、香港からの定期便の運航が始まり、外国人観光客の増加に沸いています。機材の大型

化に対応するための施設整備を支援します。 

 全国の地方空港で、国際定期便の就航を支援するため、着陸料の割引、入国管理等のイ

ンフラ整備を行います。羽田、成田両空港の二〇二〇年四万回の容量拡大に向け、羽田空

港では新しい国際線ターミナルビルの建設に着手します。 

 いわゆる「民泊」の成長を促すため、規制を改革します。衛生管理などを条件に、旅館業法

の適用を除外することで、民泊サービスの拡大を図ります。 

 あらゆる政策を総動員して、次なる四千万人の高みを目指し、観光立国を推し進めてまいり

ます。 

（農政新時代） 

 地方経済の核である農業では、高齢化という「壁」が立ちはだかってきました。平均年齢は

六十六歳を超えています。 

 しかし、攻めの農政の下、四十代以下の新規就農者は二年連続で増加し、足元では、統計

開始以来最多の二万三千人を超えました。生産農業所得も、直近で年間三兆三千億円、過

去十一年で最も高い水準まで伸びています。 

 更なる弾みをつけるため、八本に及ぶ農政改革関連法案を、今国会に提出し、改革を一気

に加速します。 

 農業版の「競争力強化法」を制定します。肥料や飼料を一円でも安く仕入れ、農産物を一円

でも高く買ってもらう。そうした農家の皆さんの努力を後押しするため、生産資材や流通の分

野で、事業再編、新規参入を促します。委託販売から買取販売への転換など、農家のための

全農改革を進めます。数値目標の達成状況を始め、その進捗をしっかりと管理してまいりま

す。 

 牛乳や乳製品の流通を、事実上、農協経由に限定している現行の補給金制度を抜本的に

見直し、生産者の自由な経営を可能とします。 

 農地バンクの下、農地の大規模化を進めます。世界のマーケットを目指し、生産行程や流

通管理の規格化、ＪＥＴＲＯの世界ネットワークを活用したブランド化を展開し、競争力を強化

します。 

 農政改革を同時並行で一気呵(か)成に進め、若者が農林水産業に自分たちの夢や未来を

託することができる「農政新時代」を、皆さん、共に、切り拓いていこうではありませんか。 

（イノベーションを生み出す規制改革） 

 チャレンジを阻む、あらゆる「壁」を打ち破ります。イノベーションを次々と生み出すための、

研究開発投資、そして規制改革。安倍内閣は、三本目の矢を、次々と打ち続けます。 

 医療情報について、匿名化を前提に利用可能とする新しい仕組みを創設します。ビッグデ

ータを活用し、世界に先駆けた、新しい創薬や治療法の開発を加速します。 

 人工知能を活用した自動運転。その未来に向かって、本年、各地で実証実験が計画されて
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います。国家戦略特区などを活用して、自動運転の早期実用化に向けた民間の挑戦を後押

しします。 

 民間の視点に立った行政改革も進めます。長年手つかずであった各種の政府統計につい

て、一体的かつ抜本的な改革を行います。 

 本年四月からガスの小売りを完全に自由化します。昨年の電力自由化と併せ、多様なサー

ビスのダイナミックな展開と、エネルギーコストの低廉化を実現します。 

 水素エネルギーは、エネルギー安全保障と温暖化対策の切り札です。これまでの規制改革

により、ここ日本で、未来の水素社会がいよいよ幕を開けます。三月、東京で、世界で初めて、

大容量の燃料電池を備えたバスが運行を始めます。来年春には、全国で百か所の水素ステ

ーションが整備され、神戸で水素発電による世界初の電力供給が行われます。 

 二〇二〇年には、現在の四十倍、四万台規模で燃料電池自動車の普及を目指します。世

界初の液化水素船による大量水素輸送にも挑戦します。生産から輸送、消費まで、世界に先

駆け、国際的な水素サプライチェーンを構築します。その目標の下に、各省庁にまたがる

様々な規制を全て洗い出し、改革を進めます。 

四 安全・安心の国創り 

（被災地の復興） 

 再生可能エネルギーから大規模に水素を製造する。最先端の実証プロジェクトが、福島で

動き出しました。 

 南相馬では、町工場の若い後継者たちが力を合わせ、災害時に水中調査を行うロボットを

開発しました。その一人、金型工場の二代目、渡邉光貴(こうき)さんが、強い決意を私に語っ

てくれました。 

 「南相馬が『ロボットの町』と言われるよう、若い力で頑張る。」 

 原発事故により大きな被害を受けた浜通り地域は、今、世界最先端の技術が生まれる場所

になろうとしています。 

 福島復興特措法を改正し、イノベーション・コースト構想を推し進めます。官民合同チームの

体制を強化し、生業（なりわい）の復興を加速します。 

 今年度中に、帰還困難区域を除き、除染が完了します。廃炉、賠償等を安定的に実施する

ことと併せ、二〇二〇年には身近な場所から仮置き場をなくせるよう、中間貯蔵施設の建設

を急ぎます。帰還困難区域でも、復興拠点を設け、五年を目途に避難指示解除を目指し、国

の負担により除染やインフラ整備を一体的に進めます。 

 東北三県では、来年春までに、九十五％を超える災害公営住宅が完成し、高台移転も九割

で工事が完了する見込みです。農業、水産業、観光業など、生業（なりわい）の復興を力強く

支援します。 

 熊本地震以来通行止めとなっていた、俵山トンネルを含む熊本高森線が先月開通し、日本

が誇る観光地・阿蘇へのアクセスが大きく改善しました。今後、熊本空港ターミナルビルの再
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建、更には「復興のシンボル」である熊本城天守閣の早期復旧を、国として全力で支援してま

いります。 

（国土の強靱（じん）化） 

 昨年の台風十号では、岩手の岩泉町で、避難が遅れ、九名の高齢者の方々が川の氾濫の

犠牲となりました。現場に足を運び、御冥福をお祈りするとともに、再発防止への決意を新た

にしました。 

 水防法を抜本的に改正します。介護施設、学校、病院など避難に配慮が必要な方々がいら

っしゃる施設では、避難計画の作成、訓練の実施を義務化します。中小河川も含め、地域住

民に水災リスクが確実に周知されるようにします。 

 治水対策の他、水害や土砂災害への備え、最先端技術を活用した老朽インフラの維持管

理など、事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱（じん）化を進めます。 

（生活の安心） 

 糸魚川の大規模火災で被災された方々に、心よりお見舞いを申し上げます。一日も早い生

活再建、事業再開に向け、国も全力で支援してまいります。 

 お年寄りなどを狙った悪質業者が後を絶ちません。被害者の救済を消費者団体が代わって

求める新しい訴訟制度が、昨年スタートしました。これを国民生活センターがバックアップする

仕組みを整え、より迅速な救済を目指します。 

 三年後に迫ったオリンピック・パラリンピックを必ず成功させる。サイバーセキュリティ対策、

テロなど組織犯罪への対策を強化します。受動喫煙対策の徹底、ユニバーサルデザインの

推進、多様な食文化への対応など、この機を活かし、誰もが共生できる街づくりを進めます。 

 昨年七月、障害者施設で何の罪もない多くの方々の命が奪われました。決してあってはな

らない事件であり、断じて許せません。精神保健福祉法を改正し、措置入院患者に対して退

院後も支援を継続する仕組みを設けるなど、再発防止対策をしっかりと講じてまいります。 

五 一億総活躍の国創り 

 障害や難病のある方も、女性も男性も、お年寄りも若者も、一度失敗を経験した方も、誰も

が生きがいを持って、その能力を存分に発揮できる社会を創る。 

 一億総活躍の「未来」を切り拓くことができれば、少子高齢化という課題も必ずや克服できる

はずです。 

 しかし、家庭環境や事情は、人それぞれ異なります。何かをやりたいと願っても、画一的な

労働制度、保育や介護との両立など様々な「壁」が立ちはだかります。こうした「壁」を一つひ

とつ取り除く。これが、一億総活躍の国創りであります。 
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（働き方改革） 

 最大のチャレンジは、一人ひとりの事情に応じた、多様で柔軟な働き方を可能とする、労働

制度の大胆な改革。働き方改革です。 

 アベノミクスによって、有効求人倍率は、現在、二十五年ぶりの高い水準。この三年間ずっ

と一倍を上回っています。正規雇用も一昨年増加に転じ、二十四か月連続で前年を上回る勢

いです。雇用環境が改善する中、民間企業でも、定年延長や定年後も給与水準を維持する

など、前向きな動きが生まれています。 

 雇用情勢が好転している今こそ、働き方改革を一気に進める大きなチャンスです。三月に

実行計画を決定し、改革を加速します。 

 同一労働同一賃金を実現します。昇給の扱いが違う、通勤などの各種手当が支給されない、

福利厚生や研修において扱いが異なるなど、不合理な待遇差を個別具体的に是正するため、

詳細なガイドライン案を策定しました。今後、その根拠となる法改正について、早期の国会提

出を目指し、立案作業を進めます。 

 一年余り前、入社一年目の女性が、長時間労働による過酷な状況の中、自ら命を絶ちまし

た。御冥福を改めてお祈りするとともに、二度と悲劇を繰り返さないとの強い決意で、長時間

労働の是正に取り組みます。いわゆる三六協定でも超えることができない、罰則付きの時間

外労働の限度を定める法改正に向けて、作業を加速します。 

 抽象的なスローガンを叫ぶだけでは、世の中は変わりません。重要なことは、何が不合理

な待遇差なのか、時間外労働の限度は何時間なのか、具体的に定めることです。言葉だけ

のパフォーマンスではなく、しっかりと結果を生み出す働き方改革を、皆さん、共に、進めてい

こうではありませんか。 

（女性の活躍） 

 「人は、幾つからでも、どんな状況からでも、再出発できる。」 

 十六年間子育てに専念した後、リカレント教育を受け、再就職を果たした、島千佳さんの言

葉です。役職にも就き、仕事に大変やりがいを感じているそうです。島さんは、笑顔で、私にこ

う語ってくれました。 

 「子育ての経験をしたからこそ、今の職場で活かせることがたくさんある。」 

 子育てや介護など多様な経験を持つ人たちの存在は、企業にとって大きなメリットを生み出

すはずです。 

 「百三万円の壁」を打ち破ります。パートで働く皆さんが、就業調整を意識せずに働くことが

できるよう、配偶者特別控除の収入制限を大幅に引き上げます。 

 出産などを機に離職した皆さんの再就職、学び直しへの支援を抜本的に拡充します。復職

に積極的な企業を支援する助成金を創設します。雇用保険法を改正し、教育訓練給付の給

付率、上限額を引き上げます。子どもを託児所に預けながら職業訓練が受けられる、また、

土日・夜間にも必要な講座を受講できるなど、きめ細かく、再就職支援の充実を図ります。 
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（成長と分配の好循環） 

 保育や介護と、仕事の両立を図る。 

 子育てを理由に仕事を辞めずに済むよう、育休給付の支給期間を最大二歳まで延長します。

地方と連携し、子育て世帯に対する住宅ローン金利を引き下げ、三世代の近居や同居を支

援します。 

 「待機児童ゼロ」、「介護離職ゼロ」。その大きな目標に向かって、保育、介護の受け皿整備

を加速します。国家戦略特区で実施してきた都市公園に保育園や介護施設の建設を認める

規制緩和を全国展開します。 

 人材を確保するため、来年度予算でも処遇改善に取り組みます。介護職員の皆さんには、

経験などに応じて昇給する仕組みを創り、月額平均一万円相当の改善を行います。保育士

の方々には、概ね経験三年以上で月五千円、七年以上で月四万円の加算を行います。 

 加えて、全ての保育士の皆さんに二％の処遇改善を実施します。これにより、政権交代後、

合計で十％の改善が実現いたします。他方で、あの三年三か月、保育士の方々の処遇は、

改善するどころか、引き下げられていた。重要なことは、言葉を重ねることではありません。責

任を持って財源を確保し、結果を出すことであります。安倍内閣は、言葉ではなく結果で、国

民の負託に応えてまいります。 

 年金受給資格期間を二十五年から十年に短縮します。消費税率引上げを延期した中でも、

十月から、新しく六十四万人の方々に年金支給を開始します。自治体による国保の安定的な

運営のため財政支援を拡充します。最低賃金が大きく上昇を続ける中、失業給付について、

若い世代への支給期間を延長するなど改善を実施します。 

 来年度予算では、政権交代前と比べ、国の税収は十五兆円増加し、新規の公債発行額は

十兆円減らすことができました。こうしたアベノミクスの果実も活かし、「成長と分配の好循環」

を創り上げてまいります。 

 同時に、将来にわたり持続可能な社会保障制度を構築するため、改革の手も決して緩めま

せん。 

 薬価制度の抜本改革を断行します。二年に一回の薬価改定を毎年実施することとし、国民

負担の軽減と医療の質の向上の両立を図ります。医療保険で、高齢者の皆さんが現役世代

より優遇される特例に関し、一定の所得がある方については見直しを実施します。 

 累次の改革が実を結び、かつて毎年一兆円ずつ増えていた社会保障費の伸びは、今年度

予算に続き来年度予算においても、五千億円以下に抑えることができました。引き続き、経済

再生と財政再建、社会保障改革の三つを同時に実現しながら、一億総活躍の未来を切り拓

いてまいります。 

六 子どもたちが夢に向かって頑張れる国創り 

（個性を大切にする教育再生） 

 我が国の未来。それは、子どもたちであります。 
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 子どもたち一人ひとりの個性を大切にする教育再生を進めます。 

 先般成立した教育機会確保法を踏まえ、フリースクールの子どもたちへの支援を拡充し、い

じめや発達障害など様々な事情で不登校となっている子どもたちが、自信を持って学んでい

ける環境を整えます。 

 実践的な職業教育を行う専門職大学を創設します。選択肢を広げることで、これまでの単

線的、画一的な教育制度を変革します。 

（誰にでもチャンスのある教育） 

 「邑(むら)に不学の戸なく、家に不学の人なからしめん」 

 明治日本が、学制を定め、国民教育の理想を掲げたのは、今から百四十年余り前のことで

した。 

 それから七十年余り。日本国憲法が普通教育の無償化を定め、小・中学校九年間の義務

教育制度がスタートしました。 

 本年は、その憲法施行から七十年の節目であります。 

 この七十年間、経済も、社会も、大きく変化しました。子どもたちがそれぞれの夢を追いかけ

るためには、高等教育もまた、全ての国民に真に開かれたものでなければなりません。学制

の序文には、こう記されています。 

 「学問は身を立(たつ)るの財本(もとで)ともいふべきもの」 

 どんなに貧しい家庭で育っても、夢を叶（かな）えることができる。そのためには、誰もが希

望すれば、高校にも、専修学校、大学にも進学できる環境を整えなければなりません。 

 高校生への奨学給付金を更に拡充します。本年春から、その成績にかかわらず、必要とす

る全ての学生が、無利子の奨学金を受けられるようにします。返還についても卒業後の所得

に応じて変える制度を導入することで、負担を軽減します。 

 更に、返還不要、給付型の奨学金制度を、新しく創設いたします。本年から、児童養護施設

や里親の下で育った子どもたちなど、経済的に特に厳しい学生を対象に、先行的にスタートし

ます。来年以降、一学年二万人規模で、月二万円から四万円の奨学金を給付します。 

 幼児教育についても、所得の低い世帯では、第三子以降に加え、第二子も無償とするなど、

無償化の範囲を更に拡大します。 

 全ての子どもたちが、家庭の経済事情にかかわらず、未来に希望を持ち、それぞれの夢に

向かって頑張ることができる。そうした日本の未来を、皆さん、共に、切り拓いていこうではあ

りませんか。 

七 おわりに 

 子や孫のため、未来を拓く。 

 土佐湾でハマグリの養殖を始めたのは、江戸時代、土佐藩の重臣、野中兼山(けんざん)だ

ったと言われています。こうした言い伝えがあります。 
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「美味しいハマグリを、江戸から、土産に持ち帰る。」 

 兼山(けんざん)の知らせを受け、港では大勢の人が待ち構えていました。しかし、到着する

や否や、兼山(けんざん)は、船いっぱいのハマグリを全部海に投げ入れてしまった。ハマグリ

を口にできず、文句を言う人たちを前に、兼山(けんざん)はこう語ったと言います。 

 「このハマグリは、末代までの土産である。子たち、孫たちにも、味わってもらいたい。」 

 兼山(けんざん)のハマグリは、土佐の海に定着しました。そして三百五十年の時を経た今も、

高知の人々に大きな恵みをもたらしている。 

 まさに「未来を拓く」行動でありました。 

 未来は変えられる。全ては、私たちの行動にかかっています。 

 ただ批判に明け暮れたり、言論の府である国会の中でプラカードを掲げても、何も生まれま

せん。意見の違いはあっても、真摯かつ建設的な議論をたたかわせ、結果を出していこうで

はありませんか。 

 自らの未来を、自らの手で切り拓く。その気概が、今こそ、求められています。 

 憲法施行七十年の節目に当たり、私たちの子や孫、未来を生きる世代のため、次なる七十

年に向かって、日本をどのような国にしていくのか。その案を国民に提示するため、憲法審査

会で具体的な議論を深めようではありませんか。 

 未来を拓く。これは、国民の負託を受け、この議場にいる、全ての国会議員の責任でありま

す。 

 世界の真ん中で輝く日本を、一億総活躍の日本を、そして子どもたちの誰もが夢に向かっ

て頑張ることができる、そういう日本の未来を、共に、ここから、切り拓いていこうではありませ

んか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

◎第 192回国会における安倍内閣総理大臣所信表明演説  

平成28年9月26日   

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

 

一 はじめに 

 世界一への執念。 

 歴代最多のメダルラッシュとなったリオ五輪では、世界の強豪たちに真っ向勝負を挑み、最

後の一瞬まで勝利を諦めない選手たちの姿に、日本中が感動しました。 

 四年後の東京オリンピック・パラリンピックは、必ずや、世界一の大会にする。何としても、成

功させなければなりません。同時に、我が国の「未来」を切り拓く。私たちもまた、世界一暮ら
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しやすい国、世界一信頼される国を目指し、新たなスタートを切る時です。 

 参議院選挙で、自由民主党と公明党の連立与党は、目標の改選過半数を大きく上回る勝

利を得ることができました。 

 「この道を、力強く、前へ」 

 これが、選挙で示された国民の意思であります。安定的な政治基盤の上に、しっかりと結果

を出していく。国民の負託に応えていく決意であります。 

 この国会に求められていることは、目の前の課題から逃げることではありません。挑戦です。

いかに困難な課題にもチャレンジし、建設的な議論を行って「結果」を出すことであります。 

 一億総活躍、地方創生、農政新時代、そして地球儀を俯瞰する外交。安倍内閣は「未来」へ

の挑戦を続けます。世界の真ん中で輝く、日本の「未来」を、皆さん、共に切り拓いていこうで

はありませんか。 

二 災害復旧・復興 

 この夏、台風十号をはじめ記録的な豪雨が相次ぎました。お亡くなりになった方々に哀悼の

意を表し、被災された全ての皆様にお見舞いを申し上げます。北海道、東北を中心に各地で、

生活インフラ、収穫間近であった農作物などに甚大な被害が発生しており、激甚災害として、

その復旧に全力を挙げてまいります。更なる防災・減災対策に取り組み、国土強靱化を進め

ます。 

 熊本地震から五か月。仮設住宅への入居はほぼ完了しましたが、更に災害公営住宅の建

設、保育所や介護施設の復旧など、被災地の生活再建を加速します。中小・小規模事業者、

農林漁業者の皆さんの事業再開を支援し、生業の復興も進めます。特別交付税を増額し、被

災自治体の財政負担を軽減します。一日も早い復興を目指して取り組んでまいります。 

 東北では、外国人宿泊者が昨年、震災前を上回りました。「観光先進地・東北」を目指し、新

たなチャレンジを支援します。福島では、中間貯蔵施設の建設、除染など住民の帰還に向け

た環境整備、廃炉・汚染水対策を着実に進めながら、未来のエネルギー社会を拓く「先駆け

の地」として、新しい産業の集積を一層促進してまいります。 

 あの大震災、困難の日々を胸に刻みながら、被災地の皆さんと力を合わせ、新しい東北の

未来を切り拓いてまいります。 

三 アベノミクスの加速 

（国際協調） 

 英国のＥＵ離脱、失速する新興国経済。世界経済は今、大きなリスクに直面しています。 

 新たな危機に陥ることを回避するため、Ｇ７が協力して、全ての政策対応を行う。伊勢志摩

の地で合意しました。英国のＥＵ離脱の判断に際し、Ｇ７が緊密な協議を行い、速やかに行動

しました。 
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 先般のＧ２０では、中国をはじめ新興国とも、この危機感を共有しました。世界経済の成長と

市場の安定のため、国際協調の強化に、更なるリーダーシップを発揮してまいります。 

（政策総動員） 

 Ｇ７の議長国として、日本はその責任を果たす。あらゆる政策を総動員いたします。事業規

模二十八兆円を超える経済対策を講じ、内需を力強く下支えします。アベノミクスを一層加速

し、デフレからの脱出速度を最大限まで引き上げてまいります。 

 有効求人倍率は、四十七全ての都道府県で一倍を超えています。史上初めての事です。

実質賃金もプラスに転じ、六か月連続でアップ。雇用の拡大、賃金の上昇による「経済の好

循環」が生まれています。 

 この流れをより確かなものにする。本年、最低賃金を、時給方式となって過去最大の二十五

円引き上げます。千円を目指し、社会全体の所得の底上げを図ります。 

 「経済の好循環」の成否は、全国の中小・小規模事業者の皆さんの元気にかかっています。

生産性向上、販路開拓などの努力を後押しします。下請法の運用基準を十三年ぶりに抜本

改訂し、下請取引の条件改善を進めます。低利融資による資金繰り支援と併せ、地域経済を

支える金融機関のセーフティネットである金融機能強化法を延長します。 

 消費税率十％への引上げを三十か月延期します。平成三十一年十月の実施に向け、軽減

税率導入へ準備を進めます。それまでの間、逆進性対策として、所得の低い世帯への給付を

行います。 

 消費増税が延期された中にあっても、二〇二〇年度の財政健全化目標を堅持します。アベ

ノミクスの果実も活かし、優先順位を付けながら社会保障を充実していきます。無年金者対策

は喫緊の課題であり、来年度中に、年金受給資格期間を二十五年から十年へと短縮します。

「成長と分配の好循環」を創り上げてまいります。 

四 一億総活躍 

   経済対策のキーワードは「未来への投資」。一億総活躍の「未来」を見据え、子育て支援、

介護の拡充を進めます。 

 「介護離職ゼロ」を目指し、五十万人分の介護の受け皿を前倒しで整備します。介護休業に

積極的な事業者を新たな助成金で支援します。 

 「介護の仕事は、本当にやりがいがある。そのことを国民の皆さんに正しく理解してもらいた

い。」 

 介護福祉士を目指す学生、小金栞さんから聞いた言葉が、私の耳から離れません。大きな

希望を持って介護や保育の道を進んだ、こうした皆さんの高い使命感に、私たちはしっかりと

応えていかなければなりません。 

 技能や経験に応じた給料アップの仕組みを創るなど処遇の改善に取り組みます。補助者の

活用などにより現場の負担軽減を進めます。再就職準備金を倍増する他、あらゆる手を尽く
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して、必要な人材の確保に努めていきます。 

 保育の受け皿整備を加速します。小学生の放課後の受け皿づくりも、学校施設を活用し、

全国で展開します。子育て支援を拡充することで、「希望出生率一・八」に向かって、歩みを進

めてまいります。 

 「みんな限界にチャレンジしている」 

 パラリンピック三大会に出場した佐藤真海さんが、かつて私に語ってくれました。リオ・パラリ

ンピックでは、限界を全く感じさせないアスリートたちの姿に、日本全体が勇気をもらいました。 

 障害や難病のある人も、お年寄りも若者も、女性も男性も、一度失敗を経験した人も、誰も

が生きがいを感じられる社会を創ることができれば、少子高齢化というピンチも、大きなチャン

スに変えることができるはずです。 

 二〇二〇年、そしてその先の未来に向かって、誰もがその能力を存分に発揮できる社会を

創る。一億総活躍の「未来」を皆さんと共に切り拓いてまいります。 

 その大きな鍵は、働き方改革です。働く人の立場に立った改革。意欲ある皆さんに多様なチ

ャンスを生み出す、労働制度の大胆な改革を進めます。 

 子育て、介護など多様なライフスタイルと仕事とを両立させるためには、長時間労働の慣行

を断ち切ることが必要です。 

 同一労働同一賃金を実現します。不合理な待遇差を是正するため、新たなガイドラインを年

内を目途に策定します。必要な法改正に向けて、躊躇することなく準備を進めます。「非正

規」という言葉を、皆さん、この国から一掃しようではありませんか。 

 定年引上げに積極的な企業を支援します。意欲ある高齢者の皆さんに多様な就労機会を

提供していきます。 

 各般にわたる労働制度の改革プラン、「働き方改革実行計画」を、今年度内にまとめます。

可能なものから速やかに実行し、一億総活躍の「未来」を切り拓いてまいります。 

 若者こそ、我が国の「未来」。若者への投資を拡大します。本年採用する進学予定者から、

その成績にかかわらず、必要とする全ての学生が、無利子の奨学金を受けられるようにしま

す。給付型の奨学金も、来年度予算編成の中で実現いたします。  

五 地方創生 

 一人の若き農業者と、先日、山形で出会いました。 

 「美しい田んぼを守っていきたい」 

 二十二歳の工藤ひかりさんは、農業の道を志した理由をこう語ってくれました。汗水流して

収穫したラズベリー。「おいしかったよ」という声に大きなやりがいを感じているそうです。 

 農家の平均年齢は今、六十六歳を超えています。他方、一見困難に思える、その世界に飛

び込み、チャレンジする若者たちがいます。 

 過疎化、高齢化。地方が直面する困難は、深刻です。しかし、特色ある農林水産物、豊かな

自然、伝統・文化。それぞれの地方が持つ個性は、いまだ十分に活かされているとは言えま
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せん。ここに、大きなチャンスがあります。 

 安倍内閣は、地方創生の未来に、大胆に投資していきます。 

 財政投融資を活用し、リニア中央新幹線の全線開業を最大八年間前倒しします。整備新幹

線の建設も加速し、東京と大阪を大きなハブとしながら、全国を一つの経済圏に統合する「地

方創生回廊」を整えます。それぞれの地方が、自らのアイデアで、自らの未来を切り拓く。自

治体による地方創生への挑戦を、新しい交付金によって応援します。 

（観光立国） 

 宮崎の油津港では、海外からのクルーズ船が、四年前の三倍に増えました。英語での観光

案内を地元の高校生たちが買って出るなど、地域に活気が生まれています。 

 旅行収支が、昨年、史上初めて一兆円の黒字となりました。外国人観光客は、三年間で二

倍以上に増え、本年、過去最高、二千万人を大きく上回る見込みです。 

 次は、四千万人の高みを目指し、観光分野に大胆に投資します。 

 岸壁の整備、客船ターミナルの建設など、クルーズ船受入れのための港湾整備を進めます。

滑走路の増設など地方空港の機能を強化します。那覇空港や高松空港では、来月から入国

審査手続の一部を事前に行うバイオカートを導入し、審査待ち時間を最大三割短縮します。

最先端技術を積極的に活用し、世界一の出入国管理体制を整えてまいります。 

 二〇一八年を目途に、三大メガバンクのＡＴＭコーナーの半分、三千台で、海外発行のカー

ドを使えるようにします。クレジットカードのＩＣ対応を義務化し、外国人観光客の皆さんが安心

して決済できる環境を整えます。 

 世界一安全な国創りも欠かせません。多くの若者たちの将来を奪った軽井沢スキーバス事

故の教訓を踏まえ、貸切バス事業への監査機能を抜本的に強化し、許可更新制を導入しま

す。 

 ホテルなどの建設を後押しするため、本年から容積率規制を大幅に緩和しました。Ｗｉ‐Ｆｉの

整備なども支援します。「観光インフラ整備プログラム」を年内に策定し、外国人観光客四千

万人時代を見据え、投資を加速してまいります。 

（農政新時代） 

 これからの成長の主役は、地方。目指すは、世界であります。 

 三年連続で過去最高を更新してきた農林水産物の輸出は、本年も、昨年を上回るペースで

す。 

 ＴＰＰの早期発効を大きなチャンスとして、一兆円目標の早期達成を目指します。その先に

は、欧州とのＥＰＡの年内大筋合意を目指すなど、「良いものが良い」と評価される経済ルー

ルを世界へ広げ、おいしくて、安全な日本の農林水産物を、世界に売り込みます。輸出基地、

輸出対応型施設を全国に整備します。国際的に遜色ない生産性を目指し、経営規模の拡大

も支援します。 

 農政新時代。その扉を開くのは改革です。農家の所得を増やすため、生産から加工・流通
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まであらゆる面での構造改革を進めていきます。肥料や飼料を一円でも安く仕入れ、農産物

を一円でも高く買ってもらう。そうした農家の皆さんの努力を後押しします。年内を目途に、改

革プログラムを取りまとめます。 

 夢や情熱を持って、農林水産業の「未来」に挑戦する。そうした皆さんを、全力で応援してま

いります。 

（世界一を目指す気概） 

 世界シェア七割。 

 欧州、アジアなど世界中で、今、カニ蒲鉾が一世を風靡しています。その製造装置で、世界

の市場を制覇したのは、地方の中小企業です。 

 百年前に誕生した一軒の蒲鉾店は、機械化の工夫を凝らした先に、ものづくり企業へ生ま

れ変わりました。蒲鉾だけでなく、豆腐や菓子の製造装置など新製品を次々と開発。高い技

術力を活かし、世界の食品メーカーに販路を拡大してきました。 

 「限りなき挑戦で、世界のオンリーワンを目指す」。宇部から、世界へ、挑戦を続けています。 

 ひたすらに世界一を目指す気概。オンリーワンで世界を席巻する匠の技。こういう皆さんが

挑戦を続ける限り、日本はまだまだ成長できる。皆さん、今こそ、臆することなく、自信を持っ

て、世界一を目指していこうではありませんか。  

六 地球儀を俯瞰する外交 

 「一生懸命頑張れば、東京ではメダルを取れるかもしれない」 

 リオ五輪・水泳に参加したユスラ・マルディニ選手の言葉です。内戦のシリアを逃れ、凍える

寒さの海を泳ぎ切りました。暗い海で、ボートの中の子どもたちを安心させるため、笑顔を見

せながら泳ぎ続けたそうです。 

 ドイツでも諦めずに練習を続けました。そして目標の地、リオへ。初の難民代表団の一員と

して、夢のプールサイドに立ったユスラさんは、世界中の難民の人たちに、このメッセージを

送りました。 

 「夢は叶えられる」 

 二〇二〇年「夢」の舞台となる我が国は、その国際社会の期待に応えなければなりません。 

 地域紛争、大量の難民、相次ぐテロ、地球温暖化。世界は多くの困難に直面しています。日

本は、積極的平和主義の旗を高く掲げ、国際社会と手を携え、世界の平和と繁栄に貢献する

決意であります。 

 日本の外交・安全保障の基軸は、日米同盟。これは不変の原則です。日米の絆を一層強

化し、「希望の同盟」として世界の諸課題に共に立ち向かってまいります。 

 その強い信頼関係の下、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担軽減に全力を尽くします。 

 北部訓練場、四千ヘクタールの返還を、二十年越しで実現させます。沖縄県内の米軍施設

の約二割、本土復帰後、最大の返還であります。〇・九六ヘクタールのヘリパッドを既存の訓

練場内に移設することで、その実現が可能となります。もはや先送りは許されません。一つひ
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とつ、確実に結果を出すことによって、沖縄の未来を切り拓いてまいります。 

 今月、プーチン大統領と十四回目の会談を行いました。領土問題を解決し、戦後七十一年

を経ても平和条約がない異常な状態に終止符を打ち、経済、エネルギーなど日露協力の大

きな可能性を開花させる。本年中に大統領訪日を実現し、首脳同士のリーダーシップで交渉

を前進させていきます。 

 韓国は、戦略的利益を共有する最も重要な隣国であり、未来志向、相互の信頼の下に、新

しい時代の協力関係を深化させてまいります。 

 中国の平和的発展を歓迎します。地域の平和と繁栄、世界経済に大きな責任を持つことを、

共に自覚し、「戦略的互恵関係」の原則の下、大局的な観点から、関係改善を進めてまいりま

す。 

 これまで延べ百を超える国・地域を訪れ、地球儀を俯瞰する視点で積極的な外交を展開し

てきました。自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々と

連携を深めてまいりました。 

 「我々は、核兵器のない世界を希求する勇気を持たなければならない」 

 本年、現職の米国大統領として初めて、オバマ大統領による被爆地・広島への訪問が実現

しました。唯一の戦争被爆国として、我が国は、「核兵器のない世界」を目指し、国際社会と

共に、努力を積み重ねてまいります。 

 北朝鮮がまたも核実験を強行したことは、国際社会への明確な挑戦であり、断じて容認でき

ません。弾道ミサイルの発射も繰り返しており、強く非難します。このような挑発的な行動は、

北朝鮮をますます孤立させ、何の利益にもならないことを理解させるべく、国際社会と緊密に

連携しながら、断固として対応してまいります。核、ミサイル、そして、引き続き最重要課題で

ある拉致問題の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう強く求めます。 

 東シナ海、南シナ海、世界中のどこであろうとも、一方的な現状変更の試みは認められませ

ん。いかなる問題も、力ではなく、国際法に基づいて、平和的・外交的に解決すべきでありま

す。 

 そして、我が国の領土、領海、領空は、断固として守り抜く。強い決意を持って守り抜くことを、

お誓い申し上げます。 

 現場では、夜を徹して、そして、今この瞬間も、海上保安庁、警察、自衛隊の諸君が、任務

に当たっています。極度の緊張感に耐えながら、強い責任感と誇りを持って、任務を全うする。

その彼らに対し、今この場所から、心からの敬意を表そうではありませんか。  

七 おわりに 

 先月、天皇陛下が、国民に向けておことばを発せられました。天皇陛下の御公務の在り方

について、御年齢や御公務の負担の現状に鑑みる時、その御心労に思いを致し、有識者会

議において国民的な理解の下に議論を深めていく考えであります。 
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（未来への架け橋） 

 橋を架ける。 

 熊本の白糸台地は、江戸時代、水に乏しい不毛の大地でした。この困難の中に、布田保之

助は、希望を見出しました。 

 水路橋を架け、山から水を引く。 

 高さ二十メートルもの石橋は当時存在しませんでした。三十億円を超える費用を捻出しなけ

ればならない。高い水圧、大雨、想定外の事態に何度も失敗しました。 

 それでも、保之助は、決して諦めませんでした。三十年以上にわたる挑戦の末に、「通潤

橋」を完成させました。熊本地震で一部損壊したものの、今でも現役。百五十年にわたり白糸

台地を潤し、豊かな実りをもたらしてきた。 

 まさに「未来への架け橋」となりました。 

 少子高齢化、不透明感を増す世界経済、複雑化する国際情勢、厳しい安保環境。我が国

は、今も、様々な困難に直面しています。  私たちに求められていることは、悲観することで

も、評論することでも、ましてや、批判に明け暮れることでもありません。建設的な議論を行い、

先送りすることなく、「結果」を出す。私たちは、国民の代表として、その負託にしっかりと応え

ていこうではありませんか。 

 憲法はどうあるべきか。日本が、これから、どういう国を目指すのか。それを決めるのは政

府ではありません。国民です。そして、その案を国民に提示するのは、私たち国会議員の責

任であります。与野党の立場を超え、憲法審査会での議論を深めていこうではありませんか。 

 決して思考停止に陥ってはなりません。互いに知恵を出し合い、共に「未来」への橋を架け

ようではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

◎第 190回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説  

平成 28年 1月 22日 

青字は高齢者  赤字は女性  緑字は若者 

一 はじめに 

（未来へ挑戦する国会） 

 開国か、攘夷か。 

 百五十年前の日本は、その方針すら決められませんでした。終わらない議論、曖昧な結論、

そして責任の回避。滅び行く徳川幕府を見て、小栗上野介は、こう嘆きました。 

 「一言以て 国を亡ぼすべきもの ありや、 

  どうかなろう と云う一言、これなり 

  幕府が滅亡したるは この一言なり」 
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 国民から負託を受けた私たち国会議員は、「どうにかなる」ではいけません。自分たちの手

で「どうにかする」。現実を直視し、解決策を示し、そして実行する。その大きな責任がありま

す。 

 経済成長、少子高齢化、厳しさを増す安全保障環境。この国会に求められていることは、こ

うした懸案に真正面から「挑戦」する。答えを出すことであります。 

 批判だけに明け暮れ、対案を示さず、後は「どうにかなる」。そういう態度は、国民に対して

誠に無責任であります。是非とも、具体的な政策をぶつけあい、建設的な議論を行おうでは

ありませんか。 

 私たち自由民主党と公明党の連立与党は、決して逃げません。安定した政治基盤の下、そ

して、この三年間の大きな実績の上に、いかなる困難な課題にも、果敢に「挑戦」してまいりま

す。 

（世界経済の新しい成長軌道への挑戦） 

 世界経済の不透明感が増しています。これまで力強く成長を牽引してきた新興国経済に、

弱さが見られます。 

 二十一世紀に入って十五年。安い労働力、緩い環境規制、「より安く」生産できる地を求め、

新興国への投資が拡大しました。工業化は、人々を豊かにし、新興国に大きなマーケットを生

み出しました。 

 しかし、経済が成長すれば、労働コストは上がる。公害も発生します。「より安く」を追い求め

る、デフレ型の経済成長には、自ずと限界があります。 

 そのリスクが顕在化する前に、世界が目指すべき、新しい成長軌道を創らねばなりません。 

 イノベーションによって新しい付加価値を生み出し、持続的な成長を確保する。「より安く」で

はなく、「より良い」に挑戦する、イノベーション型の経済成長へと転換しなければなりません。 

 模倣、過酷な労働、環境への負荷。安かろう悪かろうは、世界のマーケットから一掃すべき

であります。二十一世紀にふさわしい経済ルールを世界へと広げる、大いなる「挑戦」。ＴＰＰ

は、その最初の一歩であります。 

 イノベーションを次々と生み出す社会へと変革する。その鍵は多様性であります。三人寄れ

ば文殊の知恵。多様性の中から、新たなアイデアが生まれ、イノベーションが起こる。「一億

総活躍」は、そうした新しい経済社会システムを創る「挑戦」であります。 

 自然との共存の中で育まれた、おいしくて、安全な日本の農産物。環境と調和し、最大限の

省エネを追求してきた「メイド・イン・ジャパン」の品質。日本は、古来、付加価値の高いものづ

くりを実践してきました。そのマインドを世界へと広げる。日本のリーダーシップが求められて

います。 

 伊勢神宮、美しい入江。日本の長い伝統や文化、豊かな自然を感じられる、伊勢志摩の地

で開く五月のサミットは、その大きな舞台であります。基本的価値を共有する主要国のリーダ
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ーたちと、世界経済の未来を論じ、新しい「挑戦」を始める。そのようなサミットにする決意であ

ります。 

二 地方創生への挑戦 

（ＴＰＰは大きなチャンス） 

 人口八億人、ＧＤＰ三千兆円を超える巨大な経済圏。ＴＰＰの誕生は、我が国のＧＤＰを十四

兆円押し上げ、八十万人もの新しい雇用を生み出します。 

 一方で、「ＴＰＰによって農業を続けることができなくなるのではないか」。多くの農家の皆さ

んが不安を抱いておられます。 

 美しい田園風景、伝統ある故郷、助け合いの農村文化。日本が誇るこうした国柄をしっかり

と守っていく。安倍内閣の決意は、決して揺らぐことはありません。 

 米や麦、砂糖・でん粉、牛肉・豚肉、そして乳製品。日本の農業を長らく支えてきた重要品目

については、関税撤廃の例外を確保いたしました。二年半にわたる粘り強い交渉によって、

国益にかなう最善の結果を得ることができました。更に、生産者の皆さんが安心して再生産

に取り組むことができるよう、農業の体質強化と経営安定化のための万全の対策を講じます。 

 北海道・十勝の雄大な大地が育てた生乳は、現在、ソフトクリームの原料に加工され、輸出

を大幅に増やしています。 

 「二〇二〇年までに農林水産物の輸出を一兆円に増やす」。この目標を三年前に掲げた時、

「無理だ」という声が上がりました。「できない」とも言われました。 

 しかし、輸出額は昨年七千億円規模に達し、その結果、「過去最高」を三年連続で更新いた

しました。 

 一兆円目標も二〇二〇年より前倒しで達成いたします。おいしくて、安全な日本の農産物に

とって、ＴＰＰは、ピンチではありません。世界に売り込む大きなチャンスであります。 

 朝早く起き、額に汗して草を引き、精魂込めて作物をこしらえてきた、農家の皆さんの手間

暇が、真っ当に評価されるようになる。それがＴＰＰです。 

 農産物の地理的表示を始め、投資、労働、環境など幅広い分野で、透明で公正なルールが

共有されます。日米両国が主導して、「良いものが良い」と評価される経済ルールを世界へと

広げる。ＴＰＰは正に「国家百年の計」であります。 

 その先には、欧州とのＥＰＡ、インドや中国を含めたＲＣＥＰなど、自由で公正な経済圏を更

に拡大するため、交渉を加速します。経済統合を大胆に進め、海外の活力を日本の成長へと

取り込んでまいります。 

（農政新時代） 

 この機に、農林水産業の付加価値を更に高め、農業・農村の所得倍増へ取組を加速します。 

 夕張メロン、あおもりカシス、神戸ビーフ。農産物のブランド化を支援します。新たな加工品

の開発など六次産業化のチャレンジへの支援を強化してまいります。 
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 意欲ある担い手への農地集約を加速します。農地集積バンクに貸し付けられた農地への固

定資産税を半減する一方、耕作放棄地への課税を強化します。大規模化、大区画化を進め、

国際競争力を強化してまいります。 

 「攻めの農政」の下、四十代以下の新規就農者が年間二万人を超え、この八年間で最も多

くなりました。 

 「きつい仕事だが、やりがいがあります」 

 和歌山で出会った若手林業者の言葉です。緑の雇用事業で家族と共にＩターンして十一年、

地域の林業を支える人材となりました。 

 若者が将来に夢や希望を持てる農業へと改革する。「農政新時代」を、皆さん、共に切り拓

いていこうではありませんか。 

（中小・小規模事業者、中堅企業の海外展開） 

 ＴＰＰの下では、技術移転を強制するような不当な要求が行われることは、一切なくなります。

知的財産も保護されます。高い技術力を持つ、全国津々浦々の中小・小規模事業者、中堅

企業にとって、ＴＰＰは大きなチャンスです。 

 中小・小規模事業者、中堅企業もまた、グローバルな経営が求められる時代です。 

 中小企業版の「競争力強化法」を制定します。海外も視野に入れた営業活動、高度な経営

管理、そのための人材育成を支援します。生産性を高める設備投資については、固定資産

税を三年間半減する、大胆な減税を行います。世界にネットワークを持つＪＥＴＲＯを中心に、

企画段階から販路開拓、商談までを一貫して支援する体制を構築してまいります。 

（被災地の復興） 

 岩手から世界へ。震災を乗り越えた奇跡の醤油は、昨年フランスへ輸出が始まりました。 

 漁網を編む宮城・気仙沼の伝統は、地元の女性たちによって、手編みのセーターに生まれ

変わりました。福島の土湯温泉では、地熱エネルギーを利用して、新しい産品や体験ツアー

を開発し、賑わいを取り戻そうとしています。 

 新しい産業の芽が、東北から次々と育っている。既に二十五回を数えた被災地訪問の度、

地元の皆さんの復興への情熱を感じます。 

 来年春までに、計画の八十五％に当たる二万五千戸の災害公営住宅が完成し、高台移転

も七割で工事が完了する見込みです。 

 この春、ほぼ全ての漁港が復旧します。来年には、全ての水産加工施設の再開を目指しま

す。農地は八割が作付け可能となる予定です。生業の復興も本格化し、復興は新たなステー

ジへと入ります。 

 今後五年間を復興・創生期間と位置付け、六兆五千億円の財源を確保し、被災地の自立に

つながる支援を行ってまいります。 

 福島では、来年春までに、帰還困難区域を除く避難指示を解除し、一人でも多くの方に故郷

へと戻って頂けるよう、廃炉・汚染水対策を着実に進め、中間貯蔵施設の建設と除染を一層
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加速し、生活インフラの復旧に全力で取り組んでまいります。 

 「明るい陽射しが見えてきた」 

 大熊町では復興拠点計画が動き出しました。植物工場、メガソーラー。復興は、単なる復旧

であってはならない。新しいものを創り出し、新しい可能性に挑戦するチャンスです。 

 正に「地方創生の先駆け」であります。 

 被災地の皆さんの故郷への思い、復興への熱意をこれからも全力で応援してまいります。 

（地方の創意工夫） 

 地方創生の原動力。それは、地方の皆さんの「情熱」であります。 

 本年三月までにほぼ全ての自治体で、各地方の創生に向けた総合戦略が策定されます。

自分たちの未来を、自分たちの創意工夫で切り拓く。地方の意欲的なチャレンジを、自由度

の高い「地方創生交付金」によって応援します。 

 地方の発意による、地方のための分権改革を進めます。自治体が地方版ハローワークを設

置し、住民相談や企業支援と一体となった職業紹介が行えるようにします。 

 アベノミクスによって、来年度の地方税収は、政権交代前から五兆円以上増加し、過去最

高となりました。 

 この果実を全国津々浦々にお届けする。消費税率引上げ時に、地方法人税を拡充し、都市

に偏りがちな税収の再分配を行うことで、過疎に直面する地方でも、財源をしっかりと確保し

てまいります。 

 企業版のふるさと納税制度をスタートします。民間の力も大いに活かしながら、ダイナミック

に地方創生を進めてまいります。 

 安全で安心な暮らしを守るため、サイバー犯罪、サイバー攻撃への対策を強化します。高

齢者を狙った悪質商法には、規制を強化し、消費者の迅速な救済を図ります。基礎ぐい工事

問題については、再発防止に向け、明確なルールを創り、適切な施工が行われる体制を整

備します。 

 先般のスキーバスの事故では、多くの未来ある若者たちの命が絶たれました。亡くなられた

方々の御冥福と、負傷された方々の一日も早い回復を、心よりお祈りします。徹底して原因を

究明し、悲劇を二度と繰り返さないため万全の対策を講じます。 

 昨年も関東・東北豪雨を始め自然災害が相次ぎました。堤防の強化対策、避難訓練の実施、

的確な防災情報の提供など、事前防災・減災対策に徹底して取り組み、国土強靱化を進めて

まいります。 

（観光立国） 

 リニア中央新幹線が本格着工しました。東京と大阪を一時間で結ぶ夢の超特急。最先端技

術の結晶です。 

 三月に北海道新幹線が開業します。札幌へと工事を続けます。九州新幹線も着実に長崎

へとつなげてまいります。東京から富山、金沢を貫く北陸新幹線も、敦賀へと延伸することで、
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大阪へとつながる回廊が生まれます。 

 大阪や東京が大きなハブとなって、北から南まで、地方と地方をつないでいく。「地方創生回

廊」を創り上げ、全国を一つの経済圏に統合することで、地方に成長のチャンスを生み出して

まいります。 

 外国人観光客は、三年連続で過去最高を更新し、政権交代前の二倍以上、一千九百万人

を超えました。二十年前、三兆円の赤字であった旅行収支は、五十五年ぶりに黒字となり、

今年度は一兆円を超える黒字が見込まれます。 

 次は三千万人、いや、更なる高みを目指してまいります。戦略的なビザの緩和や、いわゆる

「民泊」を拡大する規制改革を進めます。羽田空港の容量拡大に着手し、国内の税関や検疫、

出入国管理の体制を一層拡充してまいります。 

 沖縄・石垣港を訪れる大型クルーズ船は、この三年で二倍近くに増えました。 

 町で石垣牛を食べ、お土産に黒糖を買う。周辺の島へと足を伸ばす観光客もいて島々が沸

いています。二年後の供用開始に向け、新しい岸壁の整備を進めます。アジアとのハブであ

る沖縄の成長の可能性を開花させるため、今年度を上回る予算を確保してまいります。 

 免税店の数は、この一年で一気に三倍、三万店に増えました。更なる手続の簡素化、免税

対象金額の引下げを行い、年三兆円を上回る外国人観光客の旺盛な消費を、地方が誇るふ

るさと名物の拡大につなげてまいります。 

 豊かな自然、文化や歴史、食など、地方にはそれぞれの「オンリーワン」があります。それを

付加価値へと変えることで、過疎化というマイナスの流れを、プラスへと大きく転換する。地方

創生の実現に向かって、皆さん、共に挑戦しようではありませんか。 

三 一億総活躍への挑戦 

（多様な働き方改革） 

 金星への挑戦。探査機「あかつき」は、五年前、その挑戦に失敗しました。 

 しかし、挫けなかった。先月、再チャレンジに成功しました。その投入軌道を、二年半、数万

通りに及ぶ執念の計算から導き出したのは、一人の女性研究者です。 

 「家族に感謝したい」 

 そう語る廣瀬史子さんは、この五年の間に、結婚、そして出産を経験し、育児休業を取得し

た後、再びプロジェクトに復帰し、成功の瞬間に立ち会いました。 

 女性も男性も、お年寄りも若者も、一度失敗を経験した人も、障害や難病のある人も、誰も

が活躍できる社会。その多様性の中から、新たなアイデアが生まれ、イノベーションが湧き起

こるはずです。 

 「一億総活躍」への挑戦を始めます。 

 最も重要な課題は、一人ひとりの事情に応じた、多様な働き方が可能な社会への変革。そ

して、ワーク・ライフ・バランスの確保であります。 

 労働時間に画一的な枠をはめる、従来の労働制度、社会の発想を大きく改めていかなけれ
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ばなりません。フレックスタイム制度を拡充します。専門性の高い仕事では、時間ではなく成

果で評価する新しい労働制度を選択できるようにします。 

 時間外労働への割増賃金の引上げなどにより長時間労働を抑制します。更に、年次有給

休暇を確実に取得できるようにする仕組みを創り、働き過ぎを防ぎます。 

 女性が活躍できる社会づくりを加速します。妊娠や出産、育児休業などを理由とする、上司

や同僚による嫌がらせ、いわゆる「マタハラ」の防止措置を事業者に義務付けます。男性によ

る育児休業を積極的に促す事業者には、新しい助成金を創設します。 

 障害者総合支援法を改正し、障害者の皆さんが、自立した生活を送り、職場に定着、就業

を継続できるよう、きめ細かな支援を行ってまいります。 

 非正規雇用の皆さんの均衡待遇の確保に取り組みます。短時間労働者への被用者保険の

適用を拡大します。正社員化や処遇改善を進める事業者へのキャリアアップ助成金を拡充し

ます。契約社員でも、原則一年以上働いていれば、育児休業や介護休業を取得できるように

します。更に、本年取りまとめる「ニッポン一億総活躍プラン」では、同一労働同一賃金の実

現に踏み込む考えであります。 

（介護離職ゼロ） 

 介護で自分の人生を犠牲にされたと思わずに済むような社会にしたい。そう訴える、介護経

験者の方の言葉が胸に刺さりました。 

 介護離職者は年間十万人を超えています。離職を機に、高齢者と現役世代が共倒れする

現実もあります。日本の大黒柱、団塊ジュニア世代が大量離職すれば、経済社会は成り立ち

ません。 

 「介護離職ゼロ」という明確な目標を掲げ、現役世代の「安心」も確保する社会保障制度へ

と改革を進めてまいります。 

 在宅介護の負担を軽減します。特別養護老人ホームやサービス付き高齢者住宅など多様

な介護の受け皿を、二〇二〇年代初頭までに五十万人分整備します。介護施設には、首都

圏などの国有地を安く提供いたします。 

 介護福祉士を志す学生には、返還を免除する奨学金制度を充実します。一旦仕事を離れ

た人が復職する場合には再就職の準備金を支給します。あらゆる施策を総動員し、今後二

十五万人の介護人材を確保してまいります。 

 介護休業の分割取得を可能にし、休業中の給付を四十％から六十七％に引き上げます。

所定外労働の免除、短時間勤務などを可能とし、仕事と介護が両立できる社会を創り上げて

まいります。 

 高齢者の皆さんの七割近くが、六十五歳を超えても働きたいと願っておられる。大変勇気付

けられる数字です。 

 高齢者も雇用保険の適用対象とし、再就職を支援するなど、多様な就労機会を提供します。

更に「ニッポン一億総活躍プラン」では、定年延長に積極的な企業への支援など、定年引上
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げに向けた環境を整え、働きたいと願う高齢者の皆さんに道を拓いてまいります。 

 いつまでも、元気で、その豊富な経験や知恵を、能(あた)う限り、社会で発揮して頂きたい。

「生涯現役社会」。単なるスローガンはもう要りません。それを、現実のものにしていこうでは

ありませんか。 

（希望出生率一・八） 

 一億総活躍の最も根源的な課題は、人口減少問題に立ち向かうこと。五十年後も人口一億

人を維持することであります。長年放置されてきた、この課題への挑戦をスタートします。 

 「希望出生率一・八」の実現を目指します。 

 一人でも多くの若者たちの、結婚や出産の希望を叶えてあげたい。 

 所得の低い若者たちには、新婚生活への経済的支援を行います。不妊治療への支援を拡

充します。産前産後期間の年金保険料を免除し、出産の負担を軽減します。妊娠から出産、

子育てまで、様々な不安の相談に応じる「子育て世代包括支援センター」を、全国に展開して

まいります。 

 仕事をしながら子育てできる。そういう社会にしなければなりません。 

 病児保育の充実など、子ども・子育て支援を強化します。目標を上積みし、平成二十九年度

末までに合計で五十万人分の保育の受け皿を整備してまいります。返還免除型の奨学金の

拡充、再就職準備金などの支援を行い、九万人の保育士を確保します。「待機児童ゼロ」を

必ず実現してまいります。 

 大家族による支え合いを応援します。二世帯住宅の建設を支援します。ＵＲの賃貸住宅で

は「近居割」を五％から二十％へと拡大します。新しい住生活基本計画を策定し、三世代の

同居や近居に対する支援に本格的に取り組んでまいります。 

 子どもたちの未来が、家庭の経済事情によって左右されるようなことがあってはなりません。  

 ひとり親家庭への支援を拡充します。所得の低い世帯には児童扶養手当の加算を倍増し、

第二子は月一万円、第三子以降は月六千円を支給します。 

 幼児教育無償化の実現に一歩一歩進んでまいります。所得の低い世帯については、兄弟

姉妹の年齢に関係なく、第二子は半額、第三子以降は無償にします。 

 高校生への奨学給付金を拡充します。本年採用する大学進学予定者から、卒業後の所得

に応じて返還額が変わる、新たな奨学金制度がスタートします。希望すれば、誰もが、高校に

も、専修学校、大学にも進学できる環境を整えます。 

 いじめや発達障害など様々な事情で不登校となっている子どもたちも、自信を持って学んで

いける環境を整えます。フリースクールの子どもたちへの支援に初めて踏み込みます。子ど

もたち一人ひとりの個性を大切にする教育再生を進めてまいります。 

 日本の未来。それは、子どもたちであります。子どもたちの誰もが、頑張れば、大きな夢を

紡いでいくことができる。そうした社会を、皆さん、共に創り上げていこうではありませんか。  
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（アベノミクスの果実） 

 三年間のアベノミクスは、大きな果実を生み出しました。 

 名目ＧＤＰは二十八兆円増えました。国民総所得は四十兆円近く増加し、政権交代選挙で

国民の皆様にお約束した、「失われた国民総所得五十兆円」の奪還は、本年、実現する見込

みであります。 

 来年度予算の税収は十五兆円増えています。社会保障を始めとする歳出の伸びを抑制し、

基礎的財政収支の赤字は、政権交代前の半分以下、十兆円余りにまで減りました。 

 経済再生なくして財政再建なし。二〇二〇年度の財政健全化目標を堅持します。行政改革

も不断に進めてまいります。来年四月の消費税率引上げでは、酒類と外食を除く全ての食品

について、十％に引き上げることなく八％に軽減し、日々の生活で幅広い消費者の皆さんに

負担軽減を実感して頂けるよう、準備を進めます。 

 企業収益は過去最高となりました。中小企業の倒産は、政権交代前と比べて二割減り、一

昨年、二十四年ぶりに一万件を下回りました。昨年は更に一割近く減少しています。 

 雇用は百十万人以上増え、正社員も増加に転じました。正社員の有効求人倍率は、政権交

代前より五割上昇し、統計開始以来最高の水準です。昨年は十七年ぶりの高い賃上げも実

現しました。 

（ＧＤＰ六百兆円） 

 強い経済、「成長」の果実なくして、「分配」を続けることはできません。「成長と分配の好循

環」を創り上げてまいります。 

 「介護離職ゼロ」、「希望出生率一・八」という二つの「的」を射抜くためにも、又その安定的な

基盤の上に、「戦後最大のＧＤＰ六百兆円」というもう一つの「的」を掲げ、新しい「三本の矢」

を放ちます。 

 この春も、企業収益の拡大を賃金の上昇へとつなげる。昨年を上回る賃上げを目指すこと

で、政府と経済界の認識が一致しました。原材料コストの価格への転嫁など、下請企業の取

引条件の改善に官民で取り組みながら、最低賃金についても、千円を目指し、年率三％を目

途に引き上げます。 

 昨年の七月八月九月、企業の設備投資は一年前と比べ十一％以上伸びました。三年後に

は更に十兆円上積みできる。その認識で経済界と一致いたしました。 

 法人実効税率を来年度から一気に二十％台へと引き下げ、国際的に遜色のない水準へと

法人税改革を断行します。中小・小規模事業者には固定資産税の大胆な減税を行い、投資

収益率を高め、国内の設備投資を後押しします。 

 経済の好循環によって、内需を押し上げてまいります。 

 日本が、これからも、力強く成長を続ける。その成否は、イノベーションにかかっています。 

 五十年間で五十六億人を輸送し、死亡事故ゼロ。年間十二万本を運行し、遅れは一分以内。

新幹線技術は、日本が誇るイノベーションであります。トップセールスが実を結び、インドでそ
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の採用が決まりました。エネルギー、都市開発、日本には質の高いインフラがあります。ＪＢＩ

Ｃに新勘定を創設し、世界へと売り込んでまいります。 

 地球温暖化対策は、新しいイノベーションを生み出すチャンスです。主要排出国を含む全て

の国が参加するパリ協定を歓迎します。温室効果ガスの排出量を二〇三〇年度までに二〇

一三年度比で二十六％削減するとの目標の下、省エネルギーと再生可能エネルギーの大胆

な技術革新、最大限の導入を進めてまいります。十五年間で、次世代自動車の販売を新車

全体の七割にまで引き上げ、自動車市場の姿を一変させます。 

 人工知能、ロボット、ＩｏＴ、宇宙など、次世代を切り拓く挑戦的な研究を支援し、大胆な規制

改革によって新しい可能性を開花させてまいります。国産資源であるメタンハイドレートの商

業化を目指し、調査・開発を進めます。 

 筋肉が衰える難病。その皆さんが自分の足で歩くことができる。「夢のロボットスーツ」の技

術は、筑波大学で誕生しました。企業の協力を得て製品開発に成功。海外の企業とも連携し、

欧州に展開する製品となりました。 

 国内外の研究機関、大学、企業のオープンな連携から、ダイナミックなイノベーションが生ま

れる。あらゆる壁を取り払ってまいります。新しい科学技術基本計画の最大のテーマは、オー

プン・イノベーション。研究開発法人には、世界中から超一流の研究者を集めます。大学では、

国内外の優秀な人材を集めて経営を革新し、積極的な産学連携など、攻めの経営を促しま

す。 

 日本を「世界で最もイノベーションに適した国」としていく。その決意であります。 

四 より良い世界への挑戦 

（地球儀を俯瞰する外交） 

 さて、この三年間で、六十三の国と地域を訪問し、首脳会談は四百回を超えました。 

 地球儀を大きく俯瞰しながら、積極的な平和外交、経済外交を展開する。そして、アジアか

ら環太平洋地域に及ぶ、この地域の平和と繁栄を、確固たるものとしていく。日本こそがその

牽引役であり、私たちはその大きな責任を果たしていかなければなりません。 

 そのことが、我が国自身の平和を守り、更なる繁栄を築く道である。そう確信しております。 

 自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった基本的価値を共有する国々との連携を、

一層深めます。 

 ＡＳＥＡＮ、豪州、インド、欧州とは、これまでも戦略的なパートナーとしてその絆を深めてき

ました。この協力関係を、より広く、より深く、強化してまいります。 

 韓国とは、昨年末、慰安婦問題の最終的かつ不可逆的な解決を確認し、長年の懸案に終

止符を打ちました。戦略的利益を共有する最も重要な隣国として、新しい時代の協力関係を

築き、東アジアの平和と繁栄を確かなものとしてまいります。 

 中国の平和的な台頭は、日本にとっても、世界にとっても、大きなチャンスです。戦略的互

恵関係の原則の下、関係改善の流れを一層強化します。地域の平和と繁栄に大きな責任を
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持つ日中両国が、大局的な観点から、安定的に友好関係を発展させることで、国際社会の期

待に応えてまいります。 

 ロシアとは、世界が直面する様々な課題に共に立ち向かう関係を築きたい。ウクライナ情勢

については、Ｇ７の連帯を重視しつつ対処いたします。領土問題の解決、平和条約の締結に

向けて、経済、エネルギー、文化など幅広い分野で関係強化を一歩一歩進めます。あらゆる

機会を見つけて対話を重ねてまいります。 

（希望の同盟） 

 こうした外交を展開する、その基軸は、日米同盟であります。 

 普遍的な価値で結ばれた日米同盟、世界第一位と第三位の経済大国による日米同盟は、

世界の平和と繁栄のため、共に行動する「希望の同盟」であります。 

 貧困、感染症、気候変動。人間の安全保障に関わるあらゆる課題に、米国と力を合わせて、

立ち向かってまいります。 

 その強い信頼関係の下に、抑止力を維持しながら、沖縄の基地負担の軽減に全力で取り

組みます。 

 西普天間住宅地区は、昨年返還が実現し、病院の建設が決まりました。アクセス道路の設

置も日米で合意し、前進を続けています。オスプレイの定期整備は千葉・木更津駐屯地で行

います。普天間飛行場や牧港補給地区の一部の返還前倒しも決まりました。一歩一歩、確実

に結果を出しながら、負担軽減を進めています。 

 学校や住宅に囲まれ、市街地の真ん中にある、普天間飛行場の全面返還を、日米で合意

してから二十年。もはや先送りは許されません。名護市辺野古沖への移設による埋立て面積

は、現在の普天間の三分の一以下に縮小します。普天間が有する三つの機能のうち、二つ

は本土に移転し、オスプレイの運用機能だけに限られます。日常の飛行経路も海上へ変更さ

れ、騒音対策が必要な住宅はゼロになります。 

 沖縄の皆さんと対話を重ね、理解を得る努力を粘り強く続けながら、明日の沖縄を共に切り

拓いてまいります。 

（積極的平和主義） 

 ネパールを襲った、死傷者二万五千人を超える巨大地震。自衛隊は直ちに現地に展開し、

不眠不休で医療援助に当たりました。 

 部隊が撤収する際、子どもの手を引いた一人のお母さんが、隊員に近寄り、飴をプレゼント

してくれました。食糧が不足する現地で、それは、心からの感謝の気持ちがこもった飴であり

ました。 

 震災で御主人と家を失った、その女性は、隊員の手を握りながら、「ありがとう。ありがと

う。」何度も繰り返していたそうであります。 

 世界のため黙々と汗を流す自衛隊の姿を、世界が称賛し、感謝し、そして頼りにしています。 

 その自衛隊が、積極的平和主義の旗の下、これまで以上に国際平和に力を尽くす。平和安
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全法制は、世界から、支持され、高く評価されています。「戦争法案」などという批判は、全く

根拠のないレッテル貼りであった。その証であります。 

 先般、北朝鮮が核実験を強行したことは、断じて容認できません。強く非難します。安保理

決議への明確な違反であり、国際社会と連携して、断固たる対応を取ってまいります。「対話

と圧力」、「行動対行動」の原則を貫きながら、拉致問題の解決に全力を尽くします。拉致、核、

ミサイルの諸懸案の包括的な解決に向けて具体的な行動を取るよう、北朝鮮に強く求めます。 

 もはやどの国も、一国だけで自国の安全を守ることはできない時代です。自国防衛のため

の集団的自衛権の一部行使容認を含め、切れ目のない対応を可能とし、抑止力を高める。

平和安全法制の施行に向けて万全の準備を進めます。国民の命と平和な暮らしを守り抜くと

いう政府の最も重い責任を、しっかりと果たしてまいります。 

（世界の中心で輝く日本） 

 本年から、日本は、安全保障理事会の非常任理事国の重責を担います。国連改革を推し

進め、世界の平和と安定にしっかりと責任を果たしてまいります。 

 本年は、伊勢志摩サミットに世界のリーダーたちを招きます。アフリカの首脳たちが一堂に

会するＴＩＣＡＤも開催します。「女性が輝く世界」に向けた国際女性会議も三年目。日中韓サミ

ットも日本が議長国を務めます。 

 日本が、正に世界の中心で輝く一年となります。 

 日本が世界に誇る文化芸術の魅力を発信する。ソフトパワーを活かし、積極的な文化外交

を展開してまいります。 

 これまでの国を挙げた努力が実を結び、「世界津波の日」が国連総会において全会一致で

採択されました。世界の防災に、日本の教訓を活かしてまいります。 

 中東地域での緊張感が増しています。全ての当事者の自制を求め、その対話を促してまい

ります。欧州には大量の難民が流入しています。その根本的な解決に向けて、保健医療での

協力、経済支援を進め、大きな責任を果たします。 

 国際社会と共にテロとの闘いを進めます。水際対策の強化など国内のテロ対策、危機管理

を強化し、安全の確保に万全を期してまいります。 

 より良い未来、より良い世界を築く、国際社会の「挑戦」に終わりはありません。そうした世

界の中で、日本は、しっかりとリーダーシップを発揮してまいります。 

五 おわりに 

 ラグビー日本チームの世界への「挑戦」。あの歴史的な勝利は、私たち日本人に、大きな自

信と勇気を与えてくれました。日本で開催されるラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パ

ラリンピックの成功に全力を尽くします。 

 継続こそ力。三年間の内政、外交の実績の上に、今後も、ぶれることなく、この道をまっすぐ

に進んで行きます。困難な課題にも真正面から「挑戦」し、結果を出してまいります。 
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 「挑戦」 

 日本で初めての孤児院を設立した石井十次は、児童福祉への「挑戦」に、その一身を捧げ

ました。たくさんの子どもたちを、立派に育て上げ、社会へと送り出しました。 

 孤児がいれば救済する。天災の度に子どもの数は増えていきました。食べ物が底を尽き、

何度も困窮しました。コレラが流行し、自らも生死の境を彷徨いました。 

 しかし、いかなる困難に直面しても、決して諦めなかった。強い信念で、児童福祉への「挑

戦」を続けました。 

 「為せよ、屈するなかれ。時重なればその事必らず成らん」 

 安倍内閣は、諦めません。目標に向かって、諦めずに進んでいきます。 

 一億総活躍の未来を拓く。日本と世界の持続的な成長軌道を描く。平和で安定した、より良

い世界を築く。安倍内閣は「挑戦」を続けてまいります。 

 皆さん、共に「挑戦」しようではありませんか。そして、「結果」を出していこうではありません

か。それが、私たち国会議員に課せられた使命であります。 

 ただ「反対」と唱える。政策の違いを棚上げする。それでは、国民への責任は果たせません。 

 経済の舵取りをどうするのか、国民の命と平和な暮らしをどのようにして守るのか。互いの

政策を明らかにして、建設的な論戦を行おうではありませんか。 

 民主主義の土俵である選挙制度の改革、国のかたちを決める憲法改正。国民から負託を

受けた、私たち国会議員は、正々堂々と議論し、逃げることなく答えを出していく。その責任を

果たしていこうではありませんか。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


